
平成 30 年度第３回天理市地域公共交通活性化協議会議事録 

 

平成 31 年 2 月 5 日（火） 

午前 10 時 00 分～午前 11 時 00 分 

天理市庁舎 4 階 特別会議室 

【開会】午前 10 時 00 分 

司会 

 

定刻を過ぎましたので、只今より平成 30 年度第３回天理市地域公共交通

活性化協議会を開催させていただきます。 

委員の皆様方には、大変お忙しいところ、ご出席を賜り、誠にありがとう

ございます。本日、司会を務めさせていただきます、事務局の岩田でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

まず始めに当協議会会長であります並河天理市長がご挨拶を申し上げま

す。市長よろしくお願いします。 

会長（市長） 委員の皆様方には、大変お忙しい中、平成 30 年度第３回天理市地域公共

交通活性化協議会にご参集いただきまして、誠にありがとうございます。 

いよいよ平成 31 年度に向けて準備を固めていく段階に入っておりまし

て、今日は予算案に加えて、先般、方向性を確認いただき、コメントを頂戴

いたしました網形成計画（案）について、またデマンド型乗合タクシー運行

業務委託業者選定経過についても議題に含めさせていただいております。昨

今の地方創生あるいは地域の課題の中で、地域公共交通の持つ役割、単に移

動手段ということにとどまらず、生活を支えていくという点での血流として

の役割が注視されているところであります。今回、網形成計画（案）につい

ても、そういった点からさらに加えるべき点、あるいは今後、我々としてよ

り具体化すべき点等ないかというところも含めてご意見を賜れれば幸いでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

司会 

 

ありがとうございました。 

本会議の開催にあたりまして、人事異動により委員の交代がありましたの

でお知らせいたします。公益社団法人奈良県バス協会より井上景之様が着任

されましたので、どうぞよろしくお願いいたします。委嘱状につきまして

は、時間の関係から、あらかじめテーブルの上に置かせていただきますの

で、ご確認をお願いしたいと思います。 

また本協議会の監事につきまして、協議会規約第 8 条により、委員の中か

ら指名することとなっております。奈良土木事務所の木村委員様と天理市区

長連合会の中尾委員様にお願いしたいと思います。 

それでは資料の確認をさせていただきます。「次第」に続きまして、「資料



１ 天理市地域公共交通網形成計画（案）」、「資料２ 天理市地域公共交通網

形成計画（案）の概要」、「資料３ 目標を達成するための具体的な取り組み

内容」、「資料４ 天理市デマンド型乗合タクシー運行業務委託業者選定経

過」、「資料５ 平成 31 年度天理市地域公共交通活性化協議会予算（案）」と

なっております。資料に不足はございませんでしょうか。 

それではこれより議事に移らせていただきます。 

協議会規約第 9 条第 1 項の規定により、会長が議長の任にあたることとな

っております。それでは、会長、議事の進行をよろしくお願いします。 

議長（市長） それでは、議長を務めさせていただきます。委員の皆様方、ご協力をよろ

しくお願いいたします。 

まずは、規約第 9 条第 2 項の規定によりまして、本日、委員の過半数の出

席があり、会議が成立していることを報告させていただきます。 

それでは、議事に入ります。議題（1）天理市地域公共交通網形成計画

（案）についてですが、本日のご意見等を踏まえまして、パブリックコメン

トにかかる計画案を作成するという手続きを考えております。そういった観

点でご説明をお聞きいただいた上、ご発言をお願いいたします。それでは事

務局から説明願います。 

事務局 

 

議題（1）「天理市地域公共交通網形成計画（案）について」説明 

議長（市長） 冒頭にお伝えしました通り、皆様方からのご意見等を経て、パブリックコ

メントを実施したいと考えておりますが、只今の事務局の説明につきまし

て、皆様からの質問やご意見等はありますでしょうか。 

委員 ３点確認したいところがあります。１点目は 28～30 ページの実施主体で

地域住民と書かれているところと市民と書かれているところがありますが、

意図があってこのようにされているのでしょうか。２点目は 24～26 ページ

にコミュニティバスとデマンド型乗合タクシーの事業について記載されてお

り、実施主体に交通事業者とありますが、実際は誰であるのかはっきり示す

べきではないでしょうか。というのは、コミュニティバス・デマンドタクシ

ーというのは天理市の事業として実施されているものなので、実施主体は天

理市が該当するのではないでしょうか。おそらく交通事業者というのは、道

路運送法第 4 条の運行するにあたっての受託者が交通事業者となるので、そ

ういったことから交通事業者と記載されているのかもしれませんが、やはり

コミュニティバス・デマンドタクシーについては、天理市が事業としてして

いるので確認が必要ではないかと思いました。３点目は 31 ページに高齢者

の運転免許自主返納を促進する制度の検討・導入がありますが、説明にあっ

た通り、高齢者の運転免許の自主返納を促進することにより、高齢者が公共



交通を利用するようになり、公共交通の維持・活性化につながるというのは

その通りなのですが、警察の立場からすると高齢者の運転免許の自主返納と

いうのは公共交通の利用促進ではなく、交通安全を目的とされているのでは

ないかと思います。そういった中で、公共交通の視点から運転免許の自主返

納をどのように考えるかというと、自主返納された方が自動車を使わなくて

も移動できる手段が公共交通としてきちんと確保されているというところで

あり、確保していくために網形成計画を策定するひとつの理由かと思います

ので、短絡的に公共交通の利用促進のための運転免許の自主返納ではなく

て、こういった流れを認識しておく必要があるのではないかと思いました。

私からは以上です。 

議長（市長） ありがとうございます。今の点について何か事務局から回答はあります

か。市民と地域住民は、市民は市民全般について、地域住民は柳本駅周辺等

その地域の皆様方という書き分けをしているのですよね。 

事務局 

 

１点目については、市長から説明がありました通り、柳本駅における地域

住民というのは、指定管理を行うのが地域の住民の方々、あるいは住民主体

の関係団体ということがありますのでそのような書き方を、市民は一般の市

民の方を示しています。２点目については、交通事業者と相談させていただ

きます。３点目については、網形成計画の書きぶりとして免許を返納された

方の移動を公共交通で担っていく趣旨の書き方になるよう検討させていただ

きます。 

議長（市長） ３点目については、その意図がいろいろな方に、より伝わりやすいよう書

き方の工夫があれば検討してもらいたいと思います。 

その他ご意見等ありますでしょうか。 

委員 8 ページの公共交通の利用状況に係る問題のところに「今は利用しないが

今後は利用すると思う」という意見が４割ある中で、その４割の方がどの方

向に向かおうとしているのか等のニーズは把握されているのでしょうか。 

事務局 

 

今現在、自動車を利用されている方あるいは自分で移動できる方が、これ

から 10 年経った時に公共交通を利用しようとされているということを示し

ています。例えばデマンドタクシーを利用する場合、登録する必要がありま

すが、将来利用することを想定して登録だけされている方もおられます。実

際、どのように使われているかといいますと、通院や買い物が主な目的とな

っています。市としては、自動車を使わなくても移動できる手段が公共交通

として確保できているようにしたいと考えています。 

議長（市長） 質問の趣旨はおそらく、今後、公共交通の利用率を上げていく必要があり

ますが、この４割が潜在的なニーズとなるため、潜在的なニーズをしっかり



把握して、どこの部分を充実させていくか、どの交通手段がターゲットにな

るかというところについて、より踏み込んだ分析はあるのでしょうかという

趣旨ではないかと思います。 

アンケート調査では、「今後は利用すると思う」の後に、今後、コミバスを

利用すると思う、鉄道を利用すると思う、乗合タクシーを利用すると思う、

という細分化はしていないと思います。おそらく回答される方もより便利な

安価なサービスという漠然とした回答だと思いますので、我々の方からした

ら、このエリアはデマンドタクシーがあると申し上げるものの、大概の場合

はデマンドタクシーよりもコミバスを走らせて欲しいであるとか、路線バス

があることを説明しても料金はいくらだと、コミバスの方が安いではないか

と、それをうちのエリアにも運行して欲しいと、こういう議論がよくありま

す。市民の方からすれば、よりきめ細やかで自分に使い勝手がよくて安いも

のをと言われ、それが達成されれば手段は何でも良いのだと思います。ただ

その手段が、我々が提供できる予算の範囲の中で、どう組み立てていけるか

という部分とのバランスをしっかり見ていかなければなりませんし、事業者

の皆様方の事業との整合性もありますので、どれを使うかということより

も、どのエリアに住んでいるのか、どういう目的で使いたいのかという需要

の部分をもう少し掘り下げていき、どの方法が一番使いやすいかというとこ

ろになるのだろうと思います。ご指摘に回答してしまいましたが、今後、利

用しようと思うという潜在的なニーズが、利用されないままにならないよう

に、もう少し掘り下げて見ていけるようには心掛けていきたいと思います。 

その他皆様からご意見等ありますでしょうか。それでは只今いただきまし

た意見を踏まえまして、私共の方で若干の修正等かけさせていただいた上

で、パブリックコメントにかけていきたいと思いますが、それでご賛同いた

だいて宜しいでしょうか。ありがとうございます。それではそのようなかた

ちで進めてまいります。 

続きまして、次の議題であります「天理市デマンド型乗合タクシー運行事

業者の選定結果について」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 

 

議題（2）「天理市デマンド型乗合タクシー運行事業者の選定結果につい

て」説明 

議長（市長） 只今、事務局から説明のありました通り、天理市デマンド型乗合タクシー

運行事業者として、５年間の運行事業者として、奈良近鉄タクシー株式会社

様にお願いしたいということですが、何かご質問等ありますでしょうか。特

にないようでしたら、運行事業者として決定するということで宜しいでしょ

うか。ありがとうございます。ご承認をいただいたということで進めさせて

いただきます。 



それでは、続きまして次の議題でございます「平成 31 年度予算（案）に

ついて」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 

 

議題（3）「平成 31 年度予算（案）について」説明 

議長（市長） 只今、事務局から説明のありました議題につきまして、何かご質問等あり

ますでしょうか。特にご質問がありませんでしたら、平成 31 年度予算

（案）について、原案通り、ご承認いただいくということで宜しいでしょう

か。ありがとうございます。では異議なしということで、承認をさせていた

だきます。 

それでは、その他につきまして事務局から報告をさせていただきますので

お願いします。 

事務局 

 

網形成計画の策定の今後のスケジュールについてですが、本日のご意見や

ご指摘を踏まえまして、最終的な調整等をさせていただき、計画案を確定さ

せていただきます。予定といたしましては２月８日から３月９日までパブリ

ックコメントを実施する予定です。その後、パブリックコメントでいただい

たご意見を踏まえまして、最終的な計画案を確定しまして、３月末に開催予

定の協議会で最終協議を行い、ご承認の上、今年度中での策定という予定で

進めてまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（市長） それでは、只今説明のありました今後の予定でありますが、何かご質問等

ありますでしょうか。特にご質問がありませんでしたら、せっかくの折りで

すので、他の点について皆様からご質問あるいはご意見等ありましたら承り

たいと思いますがいかがでしょうか。 

では、以上をもちまして、議題は終了させていただきたいと存じます。で

は事務局の方に議事をお返しいたします。 

司会 

 

それでは、以上をもちまして、平成 30 年度第３回天理市地域公共交通活

性化協議会を終了させていただきます。長時間、ありがとうございました。 

 

 


